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論文内容の要旨

ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄが普及するとともに､様々な通信ｻ-ﾋﾞｽのｲﾝﾌﾗとしての重要性
が増しつつある｡そうした中､緊急通報や安否情報や災害情報のやりとりなどを行なう

ﾗｲﾌﾗｲﾝ通信についても､ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ接続環境さえあれば利用可能であること

が求められている｡また､ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ上では高度なﾏﾙﾁﾒﾃﾞｲｱ環境のｻﾎﾟ-ﾄ

などによって､多くの人に利便性の高いﾗｲﾌﾗｲﾝ通信ｻ-ﾋﾞｽの提供が可能となる｡

しかし､電話などの既存のﾒﾃﾞｲｱで行われてきたﾗｲﾌﾗｲﾝ通信の機能を､ｲﾝ

ﾀ-ﾈｯﾄ上で実現するには様々な課題がある｡ -つ目は､適切な通信相手と通倍する

ための接続先解決の取り扱いである｡緊急通報はその場所を管轄する最寄り機関-接続
される必要があり､電話においては110番や119番のように簡易なｱｸｾｽ手段で意識

することなく適切な接続がなされる｡また､自分が現在いる地域の災害情報を得たい場

合にも､同様に適切な接続先解決が必要となる｡二つ目は､発信者の識別情報の取り扱
いである｡緊急通報および安否情報の通知と登録では､発信者のなりすましを防止する

とともに､発倍者-呼び返しができる必要がある｡三つ目は､発信者の居場所である地
理的位置情報の取り扱いである｡緊急通報ではその対処や現場への駆け付けのため､発

信者の居場所を把撞する必要がある｡安否情報においても居場所が正確に通知や登録さ
れる必要がある｡

そこで､本論文では､これらの課題について､ﾗｲﾌﾗｲﾝ通信をｲﾝﾀ-ﾈｯﾄに
おいて実硯するための議論を行ない､それをもとにｲﾝﾀ-ﾈｯﾄにおけるﾗｲﾌﾗｲ
ﾝ通信ｼｽﾃﾑを提案する｡

本論文においては､既存技術･既存手法における間題点と､実現にあたっての要求事
項を整理し､その上で､通信接続先解決のための地理的位置情報ﾍﾞ-ｽのENUM方式､

発倍者の地理的位置情報証明書方式､および､ﾕ-ｻﾞ情報証明書方式という､各課題を
解決する三つのﾓﾃﾞﾙを捷案した｡

そして､これらの三つの提案ﾓﾃﾞﾙに基づき設計したﾗｲﾌﾗｲﾝ通信ｼｽﾃﾑの実

装構築を行ない､実証実験ならびに性能評価を行なった｡その結呆､このｼｽﾃﾑは他

に考えられる方式と比較してｽｹ-ﾗﾋﾞﾘﾃｲやｾｷｭﾘﾃｲとﾌﾟﾗｲﾊﾞｼ-の点で好
ましいだけでなく､十分実用的であることが確認された｡
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論文審査結果の要旨

本論文は､ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄにおけるﾗｲﾌﾗｲﾝ通信の実現のため､ﾗｲﾌﾗｲﾝ通信の

分類とともに､既存のﾒﾃﾞｲｱにおける取扱いの状況とｲﾝﾀ-ﾈｯﾄにおける取扱いの違

いが議論され､その間題点と要求事項の明確化とともに､各機能に必要となる新たな枠組み

を基盤技術としてそれぞれ提案している｡また､それらの提案方式によって構成されたﾗｲ

ﾌﾗｲﾝ通信ｼｽﾃﾑの実装構築が行なわれ､それらの性能測走や他の方式との比較を通じ

て､その有効性と優位性を評価している｡

本論文の成呆は以下に要約される｡

1.ﾗｲﾌﾗｲﾝ通信を､緊急通報型､安否連絡型､安否登録･検索型､情報取得･提供型

の四つに分類し､それらを実現する共通基盤として､接続先解決の枠組み､ならびに､発信

者の地理的位置情報とﾕ-ｻﾞ情報を取扱う枠組みが必要であることを示すとともに､既存ﾒ

ﾃﾞｲｱとｲﾝﾀ-ﾈｯﾄの違いなどによる実現の課題と要件を明らかにしている｡

2.ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ上での接続先解決方法としては地理的位置情報ﾍﾞ-ｽのENUM方式､

発信者の地理的位置情報を取扱う方法としては地理的位置情報証明書方式､発信者のﾕ-ｻﾞ

情報を取扱う方法としてはﾕ-ｻ情報証明書方式をそれぞれ新規に提案し､それらを元に実

装構築したﾗｲﾌﾗｲﾝ通信ｼｽﾃﾑがｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ上で実際に機能することを確認して

いる｡

3.他の既存方式や新たに考えられる方式と比較して､ｽｹ-ﾗﾋﾞﾘﾃｲが高く､ｾｷｭﾘ

ﾃｲとﾌﾟﾗｲﾊﾞｼ-に考慮された方式であることが議論されるとともに､提案した方式によ

り構築されたｼｽﾃﾑの性能が､新たに導入された証明書の取り扱いによるｵ-ﾊﾞ-へﾂﾄﾞ

を含めても十分実用的な時間と負荷で動作することを示している｡

以上のように､本論文はｲﾝﾀ-ﾈｯﾄにおけるﾗｲﾌﾗｲﾝ通信の実現にあたって､必

要となる共通基盤を構成する新たな枠組みの提案をし､それらにより構成されたﾗｲﾌﾗｲ

ﾝ通信ｼｽﾃﾑの実装と評価により､その有効性と優位性を議論して示している｡これは学

術上だけでなく､実社会においてｲﾝﾀ-ﾈｯﾄが重要な社会基盤として機能していくため

にも､その貢献度は大きいといえる｡よって､本論文は博士(工学)の学位論文としてふさわ

しいものと認める｡


